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腕
矧
が
出
配
制
さ
れ
機
材
還
後
等
の

大
波
肉
同
効
率
の
交
品
却
が
a柿

哨
加
し

て
い
る
た
め
、
六
月
に
は
大
側
網

な
議
察
制
制
問
匹
、
俊
樹
中
終
止
の
一
交

通
出
掛
制
制
定
行
な
い
ま
し
た
が
、

い
っ
と
う
に
世
帯
紋
は
滋
少
さ
れ

ず
、
徽
匁
む
一
u

成
会
た
ど
っ
て

お
れ
ソ
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
紫
綬
終

複
々
的
蹴
化
ヱ
事
の
町
待
相
狩
甘
い
よ
り

片
側
通
行
電
あ
る
い
は
資
材
綴

織
の
た
め
り
交
議
渋
滞
は
こ
れ

か
ら
ム
も
淡
く
も
の

k
恩
か
れ
ま

み
多
倍

そ
こ
で
、
今
闘
の
噛
閣
時
削
除
は

瞬
間
丞
幕
、
投
機
絞
チ
ヲ

γ
、

広
州
特
筆
に
よ
る
ぶ
絡
な
ど
で
注

意
を
呼
び
か
け
、
交
議
官
検
特
棋
の

減
少
を
計
れ
ソ
た
い

k
怠
い
ま
す

の
で
、
盟
難
転
者
、
参
一
行
者
は
充

分
注
怒
さ
れ
ま
し
て
交
通
築
後

に
よ
る
悲
劇
を
ね
時
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
た
も
り
で
す
υ

な
お
と
の
淫
乱
期
糊
蛸
附
問
中
に

は
、
総
交
通
安
岳
山
協
会
主
後
で

つ
ぎ
母
、

ιh枯
れ
ツ
遂
転
者
総
務
会

が
受
飽
き
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
議
事
れ
ま
し
て
、
内
氏
踊
幽
法
揖
品

交
通
遂
樹
踏
切
な
ど
を
、
身
に
つ
け
、

な
お
一
…
湧
認
議
安
深
め
て
く
が

下
、
。
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淡
河
開
予
防
市
中
炎
公
民

A
帯
務
部
別

館
A
V
品
世
相
掛
資
格
尉
河
内
に
骨
化
位
、

夜
抽
翻
.
在
学
mw
者

舎
一
試
合
方
法
中
学
む
部
.
…

絞
各
掴
抑
女

v
y
F比

W
A

A

甲
申
し
込
み
十
一
月
六
時
H

ま

で
に
我
孫
子
釘
料
開
一
一
了
巨
九

震
二
十
考
桧
山
同
開
問
絡
先
生

島
知
に
お
南
申
し
込
み
く
だ
さ

ま
た
、
川
札
闘
用
卓
球
大
会
は
十

月
十
九
日
殺
後
子
中
学
校
体
育

的
断
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

大
町
民
剣
道
夫
会

争
語
終
十
万
十
九
司
午
約
九

時
三
十
分
か
ら
蕊
午
ま
で

。
柑
哨
柑
間
我
孫
子
駒
内
中
央
公
民

館

A

曹
品
世
相
柑
資
抽
棺
附
吋
山
内
に
夜
伎
、

総
動
、
在
学
の
者

A

曹
悼
眠
ム
ロ
方
法
少
年
輯
剛
、
成
年

部
品
《
に
霞
体
お
よ
び
綴
入
試

A
W
蒔
民
軟
式
庭
球

大
会

A
V
臨
時
吋
十
月
‘

γγ
六
日
午
議

九
時
吋
か
ら

ae
場
所
我
添
付
小
中
学
校

A
V
参
加
資
絡
町
内
げ
い
ん
杭
佳
、

在
勤
・
骨
科
学
の
者

A
V
統
合
方
法
。
中
学
の
部
、
日

絞
め
却
附
各
男
女

A
V
，
申
し
込
み
十
月
二
十
浅
間
制

ま
で
に
役
場
開
附
然
緩
や
村
友

教
官
刊
お
申
し
込
み
く
だ
さ

交
町
民
野
球
大
会

九
月
十
段
羽
か
ら
中
央
公
臨
内

総
山
川
広
務
で
行
な
ウ
て
お
ち
ま

す
が
、
描
掛
刷
胤
で
は
審
判
二
村
資

総
滋
v

を
き
が
し
て
い
ま
す
。

漁
協
を
お
持
ち
の
ガ
は
、
役

場
内
閣
開
発
協
会
後
幾
茂
ま
で

ど
泌
総
く
だ
さ
い
α

農

産

物

共

進

会

出
品
者
は
今
か
ら
準
錆
在

A
M
 一

絞
め
出
場
欽
潟

A

申
出
申
し
込
み
十
月
十
二
日
H

ま

で
に
殺
孫
子
対
然
九

i
玄

附m
m糾
波
紋
先
生
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

公
町
民
パ
ト
ミ
ン

ト
ン
大
会

A
V
n
同
時
均
十
日
月
一
…
十
六
自
午
前

守
防
か
ら

@
場
所
一
…
際
議
官
同
等
学
校

A
V
参
加
資
格
狩
関
口
に
骨
化
絵
、

在
勤
、
十
和
学
の
者

φ
叫
眠
会
方
法
…
帆
脱
出
力
女
ダ
ブ

ル
ス
お
よ
び
シ

y
グ
ル
ス

泉
市
申
し
込
み
十
万
二
十
一
一
一
銭

設
を
に
日
立
総
撒
閉
山
口
絵
与
義

務
滋
筑
後
・
宛
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
相
恥
叫
納
入
二
同
町

一

一

番

本
年
も
文
化
母

R
を
中
心
に

肋
間
援
に
お
い
て
、
機
絡
が
あ

9

ま
す
が
、
地
説
産
物
改
良
共
進
会

も
次
の
婆
畿
で
行
な
い
ま
す
め

で
、
後
家
の
方
々
は
い
ま
か
ら

準
綴
を
し
て
い
た
だ
き
多
数
防

瞬
間
い
し
ま
す
。

な
お
、
災
進
会
の
続
的
は
次

の
と
お
号
で
す
。

成
材
対
は
、
朝
静
心
に
近
く
交
通

仙
仰
に
も
術
品
ま
れ
化
環
掛
慌
に
あ
り

燃
の
姿
も
念
撲
に
変
化
し
、
品
押

柑
取
を

k
凶
り
つ
つ
あ
号
ま
す
。

特
W

料
、
鳳
純
情
活
に
つ
い
て
は
、

体
世
封
殺
警
の
樹
知
機
が
強
く
近
代

化
が
緩
ま
れ
‘
よ

p
多
く
、
よ

ち
よ
い
愛
媛
物
を
い
か
に
し
て

合
棚
端
的
に
生
嫁
す
る
か
が
、
間
附

附
聞
の
終
点
と
な
ヮ
て
お
守
ま

ず。
ζ

の
也
吋
に
あ
た
り
、
長
家
的

地
問
書
ま
が
日
ど
ろ
か
ら
改
良

に
努
力
さ
れ
て
い
る
ご
品
開
ゑ
の

成
開
訴
を
ど
山
制
ぷ
き
れ
、
級
友
の

蕊
蜘
貯
と
協
調
を
深
め
、
寄
ら
に

そ
の
成
田
却
を
祭
出
陣
絡
む
余
波
紋

僚
に
波
踊
院
し
て
い
た
だ
こ
う
主

い
う
こ
主
で
あ
れ
ツ
ま
す
。

A
V
会
制
期

十
一
月
十
玄
関
か
ら
十
七
日

ま
で

A
W
会
場

放
孫
子
町
中
灸
公
民
館

争
実
雌
臨

掛
執
係
子
町

A
V
脱出総開

。
出
口
向
者
は
時
制
涼
子
町
十
和
総
選

で
、
山
山
口
問
殺
が
佐
渡
し
た
も

の
と
す
る
。

。
飴
品
物
に
は
種
類
、
路
線
、

絵
師
州
、
氏
名
役
務
総
す
る

。
山
山
u
問
点
数
に
は
出
制
限
が
お
h
J

ま
せ
ん
0

0
潟
品
物
は
参
考
泌
を
除
き
、

行

政

相

談

週

間

630 
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日

i
十
八
日
ま
で

十
月
十

「
行
数
機
組
問
」
と
位
、
附
問
や

掛
川
ガ
公
共
感
体
の
行
な
っ
て
い

る
業
務
に
対
す
る
、
み
な
さ
ん

の
一
小
平
、
不
ぬ
燃
を
解
消
す
る
た

め
行
政
戦
察
お
〈
刊
行
数
箱
議
委

員
〕
が
役
艇
と
、
み
な
ち
ん
と

の
問
問
に
立
っ
て
、
泳
三
者
の
な

綴
か
ら
、
役
所
僚
の
鋭
閉
閣
と
出
口

さ
ん
の
議
後
と
を
あ
わ
せ
検
討

し
た
上
、
あ
っ
せ
ん
解
訟
を
奴

滋
子
主
主
共
に
、
行
時
棋
の
欠
僚

を
つ
か
み
、
そ
の
議
長
ル
仰
を
湿

っ
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
料
相
談
で
す
。

加
問
え
ば
、
同
品
絵
、
後
紛
糾
、

許
可
、
雨
時
一
句
、
制
悶
母
均
年
金
、
間
関

係
、
没
後
、
掴
唱
峨
塊
州
問
位
、
県
民
的
地

不
動
波
紋
記
、
土
地
改
向
降
、
知
内

山
川
、
道
路
、
学
時
悦
教
湾
、
討
会

@
赤
い
羽
根
共
闘
附
募
金
こ
の
よ
う
に
災
関
門
前
揮
A
認は、

間
同
災
の
鵠
材
榔
品
に
柵
期
待
す
る
も
的

運

動

で

す

か

ら

、

そ

の

遂

融

制

h
T
努
付

今
年
も
例
年
ど
お
り
、
十
月
殺
の
使
途
は
ま
L
く
そ
の
良
品
問

一
白
か
ら
共
闘
間
募
金
噛
躍
動
が
、
に
毛
っ
て
、
宮
、
文
、
寄
付
緩
め

蹴
桝
側
聞
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
車
窓
凶
を
十
分
一
以
時
択
し
て
行
な
わ

特
闘
は
、
純
粋
な
器
内
側
附
滋
齢
制
で
れ
な
け
れ
ば
H

な
れ
ソ
ま
せ
ん
。
こ

あ
り
、
関
氏
、
に
す
け
あ
い
の
鱗
母
点
に
づ
い
て
は
、
努
力
訟
は

持
女
装
組
問
主
し
た
関
車
内
運
動
で
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ち
ま

・
あ
る
と
い
う
こ
、
と
で
す
。
す
。
府
私
た
ち
的
役
ん
中
、
い
る
町

国
同
民
法
、

ζ

的
運
動
会
議
し
の
綴
絞
向
上
を
は
か
る
た
め
こ

で
ひ
と

9
ひ
と
ち
が
社
会
福
祉
的
運
動
を
援
し
〈
湖
読
解
し
て
ど

活
動
に
品
官
給
す
る
こ
主
命
塗
昧
協
カ
酬
明
い
ま
す
。

す
る
も
の
と
海
え
ら
れ
ま
す
。

す
べ
て
寄
附
と
し
ま
す
。
ま
た
、
盛
骨
官
就
脳
制
定
は
酎
加
に

A
V
審

交

出

此

め

ま

す

。

参
考
口
凶
な
総
い
た
山
出
品
物
は
な
お
、
そ
の
他
湾
総
に
つ
い

す
べ
て
審
査
令
行
な
い
、
入
で
は
役
場
農
林
総
支
線
へ
潤
い

賞
者
に
は
、
賞
状
、
致
問
削
を
合
せ
く
だ
幸
い
。

縫
い
争
し
ま
す
。

教
育
、
給
料
未
弘
、
交
漁
獲
放

労
災
、
公
営
仲
拭
府
句
、
下
水
議
、

間
同
件
以
‘
電
々
、
…
専
売
、
公
凶
公

館、談
山
仏
総
じ
ま
す
。

。
み
な
さ
ん
明
日
行
政
抑
制
球
酎
綴
終

は
、
渡
辺
議
弁
端
脱
会
さ
ん
で

恥

9
0

な
お
宅
都
日
叫
料
相
相
談
w
M
附附と

L

て
、
特
に
十
月
十
七
日
に
行
数

制
相
談
所
を
削
開
設
し
ま
す
の
で
、

こ
昭
一
機
会
合
利
用
し
、
お
的
内
総

に
州
制
緩
〈
だ
さ
い
。

A
V
刃
臨
吋
十
月
十
七
悶
M

午
終
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

AV
簿
一
般
骨
F
A
Wナ
附
町
小
ザ
卓
八
公
国
内

的附
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放
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m222一

j
s
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色

υ泌制

説
剥
余
円
K

一
E
&
トぃ

一
全
殴

一
v
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一
全
国
同
校
送
附
路
上
脇
脱
仲
拡
大
会
は

…
七
月
二
十
七
日
制
千
務
機
鈴
綴
校

一
機
に
お
い
て
、
司
品
川
，
干
の
中
学
金

仔
没
後
め
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

思
抑
制
開
花
中
学
校
は
、
思
体
で
男
女

U
H

総
合
後
勝
b
k
女
子
後
続
に
臨
時
き

月
ま
し
た
。

ぬ
全
国
首
段
以
内
に
入
っ
て
い

M
W

る
者
は
次
の
と
お
ち
で
す
。

例
。
走
れ
ソ
師
細
左
び
中
協
同
双
山
肌

サ
ム
ハ
・
問
問
九
メ
ー
ト
ル
〈
千
務

一
線
鎖
的
曲
線
)
一
位
金
問
闘
で
七

一

役

一

O
一
口
碍
槻
枇
蹴
叫
悦
制
問
拍
間
安
世
綿
子
一

一
五
一
…
一
以
点
一
後
鈴
木
八

一
蜜
子
一
一
一
一
一
一
一
六
袋
一
品
佼

O
造
型
一
穏
と
び
今
品
狩
弔
，
w都
子

…

五

衰

O
怨
メ
ー
ト
ル
一
品
仙
肌

乙
品
用
制
川
副
純
子
問
問
・
九
八
メ
l
ト

湖
北
中
県
で
総
合
援
勝

走
り
憾
と
び
で
は
県
新
記
誌
も

ん
?
ム
ハ
依

。
訂
メ

i
ト
ル
中
野
肉
民
子
十

一
一
一
秒
豆
一
一
位
今
井
総
閣
勝

手
十
一
一
一
秒
八
五
校

。
附
閥
復
メ
l
b
ル
F
V
I

角
川
、
小
野
、
今
井
常
、
副
叫
老

原
五
十
一
一
…
執
が
附
間
一
位

。
経
学
冬
同
開
百
メ
ー
ト
ル
ヲ
レ

ー
今
井
、
今
井
、
中
村
、

渋
谷
五
五
秒
一
一
位

。
定
り
商
と
び
花
開
局
設
立

一
・
一
品
川
北
メ

i
gト
ル
六
伎

の
約
九
仙
紙
同
り
藤
総
綾
子
十
一

・
五
六
メ
ー
ト
ル
五
位

総
総
合
文
化
祭
日
程
決
ま
る

出
演
・
出
品
希
票
者
は
早
め
に

場
所

γ中
炎
公
民
帥
鵡

出
品
川
齢
制
緩
、
議
遂
、
盆
談
、

輸
樹
党
怜
，
務
灘
、
写
真
、

手
袋
そ
の
紛

。
滋
品
品
期
間
花
展

糊掛
U
H
U

十
一
月
一
日

t九
u
制

緩
齢
別
口
機
北
駅
前

。
世
制
緩
祭

制
期
日
日
十
附
月
二
十
六
日
H

〈
R
V

場
所
日
中
央
会
災
前
期

出
仲
間
口
紳
号
機
、
録
制
妹
、
洋
品
問

そ
の
品
開

。
展
覧
会

制関口
H

u

j
了
}
月
一
日

t
一一…口
H

ぴろ

一

協

和

m
悶
十
五
年
皮
m
m
袋

係

者

@

ゆ

し

泌

み

滋

に

は

、

最

終

一

j

…
z
T
酔町激闘円
h
g
次
の
と
お
ち
募
@
禁
治
盗
殺
お
よ
ぴ
輪
中
川
然
治
学
校
卒
祭
出
偶
然
絞
開
問
幾
一
一

揖

純

一

築

い

た

し

ま

す

。

古

障

者

遇

、

裁

ザ

夜

中

ハ

先

月

以

内

に

一

号

一

φ
職
種
明
号
線
開
m
ゅ
?
宏
人
盟
問
@
禁
こ
M
M
L
L
m
u
掛
川
に
加
諮
ら
鴎
博
多
し
た
写
爽
ハ
必
然
a

…

友

一

①

}

い

殺

行

及

官

事

務

馳

職

員

十

れ

た

番

身

、

剛

腕

綱

相

、

正

面

向

タ

テ

…

J
.

…

五

名

令

受

幾

季

一

位

棋

六

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

、

滋

一

一
一
@
和
相
官
入
タ
イ
ぜ
ス
ト
一
名

mw曲
申
し
込
み
用
紙
は
我
孫
子
諸
問
・
況
セ

γ
チ
メ
ー
ト
一

一
一
令
縄
問
蹄
紙
調
珂
絡
船
内
役
機
総
務
潔
時
特
長
係
で
恥
W

V

ぷ
榔
般
会
添
付
し
て
く
一

一

…

②

男

子

は

問

和

二

十

一

年

間

間

受

付

し

ま

す

。

叫

に

怠

い

。

一

一
一
月
二
日
か
ら
総
務
二
十
七
③
申
し
込
み
滞
緩
を
務
伎
で

A
V
受

付

制

間

同

期

一

一
一
年
四
月
刊
耳
ま
で
に
ル
取
れ
誇
求
す
る
受
精
神
持
制
議
の
①
昭
和
問
問
十
箇
年
十
月
…
日
一

一

一

た

者

表

に

「

受

級

車

土

込

み

削

州

か

ら

十

月

十

五

お

ま

マ

炎

…

…

一

命

女

子

は

間

昭

和

二

十

一

一

一

年

間

問

符

ま

す

。

受

付

時

間

例

以

午

…

二
万
一
五
か
ら
昭
和
二
十
七

atiFaf--d司

、

支

持

か

ら

午

後

四

終

ま

…

一

一

芸

乃

一

日

ま

で

に

ま

議

事

長

著

書

て

議

日

は

午

時

間

九

臨

ご

一

一

た

ホ

掛

か

ら

双

停

ま

で

。

一

ト
一
@
宮
間
等
学
校
ぶ
緩
以
上
の
者
総
務
求
い
と
米
市
討
し
、
あ
@
そ
の
抽
出
一

桝
一
及
び
卒
品
交
月
刊
誌
み
的
議
。
て
先
宏
一
望
し
た
}
建
造
①
試
験
日
後
け
姿
勢
申
し
込
…

数
一
ま
た
は
、
こ
れ
主
関
等
M
M

料
同
時
国
ハ
必
ら
子
十
山
本
関
川
相
同
み
者
に
返
っ
て
議
絡
し
ま
…

糊
一
冒
い
ん
の
争
力
を
占
有
す
る
議
苧
を
は
る
こ
主
O

M

合

問

す

。

一

掛
醐
…
爪
w-本
肺
門
に
在
住
す
る
者
。
ま
対
し
て
く
だ
さ
い
。
③
そ
の
絞
殺
斜
に
つ
い
て
は
…

問
一
れ
ん
ば
、
逮
勤
可
抱
の
範
領
令
出
申
し
込
み
手
続
特
科
時
間
予
町
我
孫
子
二
八
一

川
口
一
に
義
仲
位
す
る
と
認
め
る
省
出
W

出
申
し
込
み
榊
滑
に
必
閣
官
な
率
五
八
我
係
予
町
役
場
品
略
報
明
一

一
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
梢
妥
協
然
で
お
入
し
、
当
潔
験
m
m
M開
後
問
問

3
阿
国
一

一
る
者
は
後
齢
制
で
意
ま
せ
ん
町
役
場
総
務
潔
へ
総
出
出
し
七
一
〉
八
二

i
…
}
}
丘
一
一

一

①

芸

員

絞

殺

さ

な

い

て

く

だ

き

い

。

翼

線

二

2
i
し

。
総
数
会

期
日

γす
ご
さ
…
十
三
日
H

場
一
珠
山
§
中
炎
公
協
同
制
問

。
俳
句
会

開期
a
H

二T
ゴ
月
九
日

湯
浅
日
中
央
公
開
内
線

な
お
、
お
閥
出
い
合
せ
は
救
世
帯

後
悶
州
会
礼
弘
会
教
育
係
八
二
回
珂
一

日
?
礼
二
篠
山
内
線
ニ
一
七
へ

会
組
問
此
問
、
協
間
際
会
へ
め
泌
演

出
陣
旬
開
希
懇
者
は
十
月
十
一
段
ま

で
に
お
由
・
し
込
み
く
だ
事
い
。

(県が*望者〉
(~京総ままに)

可
で
は

度
陳
寵

手
賀
沼
の
本
質
浄
化
を

九
R

月
十
六
釘
に
、
千
楽
祭
議

会
求
訴
只
擦
特
別
対
策
後
及
川
上

野
繁
一
委
員
長
〕

ι大総輔副隣人記

樹
側
部
長
、
村
山
水
済
同
部
議
炎
、

相
門
野
公
山
務
総
長
ら
ご
十
人

H

炉、

手制
H
認
を
刑
偶
然
し
ま
し
た
。

同
協
察
関
に
対
し
、
附
吋
炎
や
、

漁
業
組
合
役
員
は
乎
災
制
限
に
ゆ

い
て
の
実
策
を
認
し
際
機
い
た

し
ま
し
た
G

口
土
地
立
入
議
後

#
田
耕
野
線
北
品
相
即
棋
の
明
日
隆
に
叫
作

成
い
関
内
閥
抗
南
関
口
間
同
辺
地
域
約
三
-
T

u

u

m
門
ヘ
タ
タ
i
ル
に
つ
い
て
、

講

生

舎

内

縦

一

豪

華

霊

安

芸

ー
の
た
め
土
級
品
品
入
れ
ノ
一
泌
畿
を
土

性
総
箆
凶
出
勤
単
線
仲
間
方
七
十
二
条
片

R
A

二
市
引
の
箆
銭
円
+
用
潟
村
公
ば
、

増
土
抽
出
一
総
額
獲
澄
背
中
裁
の
総
門
ね
の

に
準
幽
嗣
げ
人
は
扮
路
行
時
た
め
に
仙
山
人

川
の
お
点
品
脅
す
る
土
地
に
立
ち
入
つ

で
て
制
料
紙
離
し
、
又
は
潟
査
す
る
必

機
獲
が
お
る
場
合
に
お
い
て
は
w

符
そ
り
必
擦
の
限
絞
に
お
い
て
、

潟
抽
出
人
的
占
有
す
る
ふ
み
総
に
、
自

主
ら
立
ち
入
号
、
又
徐
々
的
命
じ

た
者
若
し
く
は
黍
証
比
し
た
麻
備
に

立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
の
総
出
品
に
よ
り
他
人
の

お
お
す
る
土
地
に
立
ち
入
ろ
う

と
す
る
者
同
体
、
鋭
、
入
ろ
う
と

する一一一
E
品
踏
ま
で
に
そ
の
続
安

土
絞
り
占
有
者
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
帯
端

・
叙
す
る
と
主
が
著
し
く
問
問
畿
で

あ
る
機
合
に
お
い
て
は
、
公
告

を
も
っ
て
そ
の
通
知
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
い
に
よ
り
立

ち
入
る
旨
総
務
災
か
ら
滋
仰
が

あ

p
ま
し
た
母
で
お
知
ら
牧
し

影
4

で
す
茅
。

wv-
立
入
ろ
う
と
す
る
地
域

拙制…悶'組制問

V
ゑ
入
の
期
間

開
削
和
附
間
十
緩
和
咋
九
鈍
月
十
八
日

か
ら
昭
和
附
間
十
附
悶
年
十
一
一
口
月
二

十
日
ま
で

V
立
入
む
臨
時
開
問

践
の
出
向
か
ら
日
没
ま
で

な
お
、
立
入
者
は
、
身
分
料
品

開
特
融
概
念
縫
殺
し
て
い
ま
す
。

話時交際に殺し手契沼の実情を5設す対策

。
消
消
防
融
制
災
募
集

我
孫
子
町
減
肋
間
以
燃
を
次
の

主
お
り
募
築
い
た
し
ま
す
。

wv
採
用
予
定
人
員
十
…
一
ぶ
明

V
受
験
資
格

。
十
八
数
以
上
一
一
十
四
歳
未
満

出
り
闘
沖
予
で
、
本
町
に
在
住
す

る
緩
ま
た
は
.
激
動
可
組
出
と

認
め
る
人

湖
北
線
以

。
そ
の
陥
加
は
役
場
級
品
民
主
関
門
じ

で
す
。

軍
受
験
申
・
し
込
み

O
昭
和
問
問
十
箆
匁
十
万
五
日
か

ら
十
月
二
十
お
ま
で
に
終
防

本
錦
絵
務
係
ま
で

ま
た
、
出
申
し
込
み
用
紙
も

総
務
本
僚
に
あ
り
ま
す
。

軍
時
訊
数
時
受
験
申
し
込
み
表

に
出
回
っ
て
淡
絡
し
ま
子
。

@
育
児
相
談

今
晃
司
育
児
相
談
は
次
時
話

相
鳴
で
行
な
い
ま
す

争
点
柑
場
布
佐
支
一

m
a十月一一一

日
〈
市
部
〉

中
的
よ
務
年
制
総
括
十
万
十
七

日
〈
ゑ
)

争
該
当
者
緩
和
問
十
一
一
…
年
十

湾
、
十
一
月
、
附
附
利
関
十
州
問

年
一
一
一
月
、
四
月
生
れ
の
然
科
山
間
ん

で
す

Q

A
V
臨
吋
糊
問
午
前
十
持
か
ら
蕊
午

ま
で
、
午
後
一
時
時
か
ら
一
二
時

ま
で
で
す
会

な
お
、
母
子
学
側
慨
を
忘
れ
ず

ど
持
参
く
だ
さ
い
。
我
孫
子
級

紙
母
方
は
十
一
月
に
行
な
い
ま

す
申
で
ど
了
承
闘
い
ま
す
。

女
子
供
音
楽
会

N
日
K
千
楽
曲
抵
送
時
同
と
我
孫

子
町
の
共
綴
に
よ
る
「
鳴
門
〈
ら

ベ
闘
訓
く
ら
吋
子
供
審
楽
会
」
が

十
万
十
二
お
〈
幻
抑
制
轍
m
H
V

午
後

一
品
吋
か
ら
我
係
子
中
や
校
体
育

鮫
で
行
な
い
ま
す
。

出
向
場
希
望
者
は
、
仲
也
後
ハ
ガ

キ
に
絵
師
問
、
氏
名
、
年
令
、
学

校
翁
、
学
年
、
昭
明
白
、
品
出
良
を

切
れ
目
仙
の
う
え
十
万
玄
お
ま
で
に

郵
使
で
予
幾
仰
熊
本
隊
…

i
一一一

O

N

U

H

瓦

wT綿
常
時
胤
滋
均
「
戸

く
ら
べ
緩
く
ら
べ
」
係
ま
で
出
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
滋
北
台
住
宅
公
開
出

入
浴
者
募
集

湖
北
み
は
校
後
公
開
同
市
内
の
入
街

に
つ
い
て
絞
め
と
お
ち
滋
築
い

た
し
ま
す
。

甲
募
集
制
開
国
間

十
万
六
日
か
ら
十
月
十
X
u
u

ま
で

wv
務
嶋
崎
慾
楠
惜

胤
市
朗
畑
、
紛
肺
門
的
食
品
、
生
鮮
食

料
J

機
関
、
資
融
市
、
外
食

〔
日
本
ぞ
ぽ
品
、
品
付
品
柑
〉
、
税
制
胡

荒
金
品
称
、
議
務
交
際
具
、
ダ

F
i
ニ
ン
グ
、
線
的
行
、
般
撚
榊
掛

V
出
抽
絞
め
床
-
照
時
制

五
二
平
方
米
l
六
五
平
方
米

w
v
崎
純
然
月
額

問問
V
M
m門

t}乱
万
聞
け

曹
敷
品
取

時F.
災
月
蛸
闘
の
六
カ
月
分

wv
共
益
金
銭
同
月
一
千
開
け

そ
の
他
入
山
的
要
然
知
咋
沖
昨
制
糊
に

つ
い
て
は
、
農
林
泌
玄
謝
料
、
ま

た
は
、
認
工
会
事

E

封切口川に
h

品
開

い
会
合
く
だ
き
い
υ

マ
糊
誠
拙
棋
慾
一
治
改
装
資
金

路
地
問
受
付
州
市

農
家
生
活
改
議
開
凡
念
め
受
付

令
市
甲
瑞
闘
交
付
中
で
す
の
で
議
絞

殺
は
寸
断
し
込
み
く
だ
さ
い
。

附
胤
似
淑
山
ル
ヱ
級
品
仏
露
宵
器
具
金
の
貸
付

額
、
時
バ
必
然
的
事
耕
す
汗
創
出
酬
に
つ
い

て
は
、
も
よ
う
の
幾
協
ま
た
は

東
芝
舵
間
関
概
数
欲
災
符
及
一
般
へ
問

い
合
せ
く
だ
幸
い
u

耕
地
謡
松
六
七
局
内
丸
一
火
鈴

@
一
町
一
種
混
合
予
務
後
綴

ジ
ツ
チ
P
7
、
吉
uH
せ
昔
、

欧
附
開
制
眺
め
一
品
開
繍
謂
師
会
予
防
接
種

を
次
の
持
制
艦
マ
行
な
い
ま
す
の

で
、
時
説
辺
一
帯
嚇
は
も
れ
な
く
を
受

出
り
く
だ
さ
い
。

A
V
該
当
者

。
一
期
(
初
回
)
問
問
酌
抑
制
間
十
段

年
…
月
一
自
か
ら
師
開
向
相
州
間
十

州
問
年
・
蕊
月
一
一
一
十
一
同
信
ま
で
の

山
山
崎
叩
附
ん
〈
一
以
後
援
種
〉

。
二
銭
円
滋
お
〉
削
昭
和
問
十
二

年
十
狩
月
一
日
か
ら
昭
和
初
十

一一一年五万一一一
J
ム
臼
ま
で
の

出
向
生
児
〈
今
側
一
阪
で
交

γ〉
な
る
べ
く
一
…
問
問
浅
間
関
崎
討

な
と
利
朗
く
だ
さ
い
。

争時抑制削
午
後
一
ィ
叫
吋
J
一
一
一
時
ま
で

A
V
料
金
、
前
離
れ

な
お
、
母
子
手
掛
桝
と
滋
知
状

を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。
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